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研究成果の概要（和文）：　視空間的な注意範囲と諸認知の発達的関係性を検討するため、乳幼児や成人を主な
対象者として、様々な課題により検討してきた。その結果、乳児と１歳台の幼児における言語音への注意の向け
方、幼児における視認知エラーや行動認知と言語発達の関連、成人における視空間的注意の時間的変遷を含めた
特定対象への分解能及び分散・統合、幅広い年代を対象に行った記憶課題における注意の向け方やその後の記憶
への残り方に関する示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：　Infants, young children, and adults were instructed to perform various 
types of cognitive tasks to investigate the developmental relationship between visuospatial 
attention and cognitive ability. The results revealed visuospatial attentional patterns toward 
visual stimuli during speech sounds on the part of infants and 1-year-old children, and error 
patterns in visuocognitive tasks in relation to behavioral cognition and language development in 
young children. They also indicated time and spatial resolution, distribution, and integration for 
particular stimuli during visuospatial attention on the part of adults. Furthermore, developmental 
differences in contents which are easily noticed and recalled later were indicated among 
participants of a wide range of ages.

研究分野： 認知発達

キーワード： 実験系心理学
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１．研究開始当初の背景 
認知発達の研究領域では、心の理論(e.g., 

Perner, et al., 2007)、実行機能(e.g., 
Lyons &  Zelazo, 2011)、見かけと実際の区
別（e.g., Flavell, Green, & Flavell, 1986）、
遅延自己映像の認知（e.g., Povinelli, 
Landau, & Perilloux, 1996）など、広範囲
の認知能力において、３歳と４歳の子どもの
遂行成績の差が大きく、４歳頃を境に質的な
発達変化が生じる可能性が示唆されてきた。
従来、言語能力の発達が、有力な要因と考え
られ、検討されてきた。その結果、各種認知
課題成績と言語能力の一側面（単語理解等）
の相関的関係性が示唆されることが比較的
多かったが、その因果的関係性や発達的メ
カニズムは明らかではなかった。 
これに対し、研究代表者は、有力な関連要

因の１つに、言語的なメタ認知的機能の発達
を想定し、その発達が、幼児期における記憶
の仕方の発達変化等に関連する可能性を示
してきたが（e.g., Uehara, 2000a; 2000b; 
2004; in preparation）、別の認知機能の発
達的関与も推測されるに至った。 
 
２．研究の目的 
前述のとおり、明らかにされていない、４

歳頃に複数の認知能力において質的な発達
変化が生じる原因や発達メカニズムを追究
することを目的とした。追究するにあたり、
以下のように研究代表者自身の知見も含む、
過去の知見を踏まえ、これまで検討されるこ
とのなかった、視空間的な注意機能の発達的
関与を検討する必要があると考え、乳幼児と
成人を主な対象として検討することにした。 
従来、子どもによる反転文字や反転図形へ

の惑われやすさ（pと qを同じとみなす等）
が検討されてきたが、文字の読み書き開始以
降の子どもを対象に検討され、その要因とし
て言語能力の発達が有力視されてきた
（e.g.,Terepocki, Kruk, & Willows, 2002）。
研究代表者自身の研究において、幼児を対象
に左右・上下反転刺激への惑われやすさを検
討したところ、左右反転ほどではないが、上
下反転図形も実は幼児が間違えやすいこと、
左右・上下反転刺激への惑わされやすさが４
歳頃を境に大きく変わる可能性が示された。
一方、両手間の学習の転移の仕方も（５歳と
成人で差はないが）４歳を境に変化する可能
性も示唆されている（Uehara, 1998）。これ
らを考慮した結果、４歳頃の発達的変化の背
景要因として、視空間的な注意機能の発達が
関係しているのではないかと推察するにい
たった。 
そこで視空間的にどこにどれくらい注意

が向きやすいのか、視空間的な注意範囲と時
間変遷、諸認知の発達的関連性を、子どもと
成人を対象に検討することとした。 
 

３．研究の方法 
（１）乳児と１歳台の幼児については、視覚

的な注意機能を検討すべく、乳幼児の視線を
測定するための装置により、刺激への視覚的
注意の向け方の違いと時間経過を測定した。 
 
（２）２歳以降の幼児を対象に、視認知エラ
ーや行動認知と言語発達の関係性を、画面上
や実物の刺激を使った認知課題（選択、行動
反応）、言語検査、ビデオ撮影、一部視線測
定装置（上記と同じ装置）により、検討した。 
 
（３）成人を対象に、認知的課題を実施し、
課題遂行の成否と視空間的な注意・対象への
滞留と時間的な変遷の関連性を調べた。 
 
（４）（一部幼児を含む）中高生、成人を対
象に、記憶課題を行い注意が向きやすく記憶
に残りやすい内容とその時間変遷等を検討
した。 
 
４．研究成果 
（１）新奇単語や旧単語への視覚的注意の向
け方の違いと時間経過の関係、言語音への視
覚的注意の向け方と時間経過を検討した結
果、単語音自体への反応には月齢が低いと
（特に１歳以下では）差はみられないが、単
語音声の特徴自体には、乳児期半ばから一貫
した注意反応がみられる可能性が示され、非
言語期における言語音声に応じた視覚刺激
への注意機能に関する一定の成果を得た。な
お、単語の認知と視覚的注意のあり方には個
人差が大きい点も示唆されたが、個人差を超
えた関係性は、１歳半以降を検討することで
明らかになる可能性が推測され、今後２歳頃
まで拡張して実験を行う必要性も示された
といえる。 
 
（２）２歳以降の幼児における、視空間的注
意や空間認識、言語発達との関連性を検討し
た結果、幼児期における視認知エラーにおい
て、その示され方や程度と発達経過に、一部
で（言語発達がすすむと一部エラーが生じく
いなど）言語発達が関与する可能性が示唆さ
れたものの、注意の向け方において発達的な
変化や違いがある可能性も示唆された。また、
３歳半以降のメタ認知課題の遂行結果を通
じて注意が向きやすい内容について整理し
た結果、幼児期後期以降の発達変化に関して
一定の成果を得た。 
 

（３）視空間的な注意の分解能及び空間的分
散・統合に重点をおいた認知心理学実験を実
施した。一部の成果については国内の学会で
発表した。 
成人を対象とした実験では、視空間的注意

の時間的変遷と特定対象への滞留について、
複数の課題を実施することで、空間的な注意
の分解能及び空間的分散・統合に関して一定
の成果を得た。これらの成果の一部は、査読
有り学術論文にまとめて投稿し、国際論文誌
に掲載された。 



 
（４）一部幼児も対象としたが、中高生、成
人、高齢者を主に対象に、注意の向け方やそ
の後の記憶への残り方に関して、複数の課題
を通じて調べた結果、年齢に応じて、注意を
向けやすい内容と記憶に残されやすい内容
に関して違いがあること、またその時間的変
遷に関しても異なる可能性が示唆された。注
意という側面のみならず、内容や知識、感情、
経験数といった他の変数との関係性も示唆
され、今後、データ数を大幅に増やしていく
ことで、注意を中心とした認知発達の枠組み
のなかで、記憶課題を通してこれらの発達的
関係性に関してこれまでにない知見が得ら
れる可能性が推測された。 
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